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家で，Dictionary of the English Language（１７５５年）の刊行，また，３０歳年下の親友ジェームズ・
ボズウエル（James Boswell,１７４０―１７９５）の手になる The Life of Samuel Johnson（１７９１年）の先



























・シュミット教授（Professor Bernadotte E. Schmitt,１８８６―１９６９）［オーストリアか
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軍の参謀総長シュリーフェン（Alfred Graf von Schlieffen,１８３３―１９１３）が西のフランス，東のロ
シアとの両面戦争に備えるべく，１９０６年に立案した軍事作戦計画。後任のモルトケ（Helmuth Jo-








































































































































































































































































ルフォード・マッキィンダー卿（Sir Halford John MacKinder,１８６１―１９４７）［地理
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